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国際第４委員会（委員数 20名※／ご担当：森 常務理事）
※ 2020年4月スタート時点の数値、10月より17名体制

- 担当領域 ： 東南アジア、インド、中東、オセアニア諸国

ASEANなどの、判例や法制度からは読み取れない 「不明瞭な運用実態」 について、
実態にとことんこだわり調査研究を行い、「実務に役立つ情報」 として、お届けします。

新たな挑戦：①制度改正等への提言
2020年度から、特・実に関する現地への要望提出やパブコメ対応、
現地からの訪問対応は、国際第4委員会が主となって対応
②IPランドスケープを通じた新たな価値の提供

情報収集、組織力を活かした提言の実現などにむけ、外部団体との積極的な関わり
- JPO/JETRO/各国の知財関連機関（特許庁/裁判所/税関/代理人・・・・）ほか
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国際第４委員会（委員数 20名※／ご担当：森 常務理事）

2020年度 調査研究テーマ（WG1-4）
WG1 ASEANで「早く安定した権利」 を取るためのリアルテクニックの調査研究
ねらい ASEAN6において 「早く、安定した権利」 をとるために有用な最新テクニック

や、知財実務者が押さえておくべき留意点をまとめ、発信する。
内容 ☑ 知財実務者が、知財実務面で優先して理解しておくべき項目の洗い出し

☑ 法制度/判例/運用実態に基づく、最新ルールの調査
□ 各国における、「早く、安定した権利を取る手段」 について仮説導出
□ 有識者ヒアリングに基づく検証
□ まとめ

WG2 ASEANにおける最新の法改正動向と知財実務に与える影響の調査研究
ねらい 近年、知財法整備がさらに進む、インドネシア、ベトナムの最新状況を整理し、

法制度の上で、日本企業が知っておくべき留意点をまとめ、発信する。
内容 ☑ 最新の法改正/整備状況の調査

☑ 懸念事項の洗い出し
☑ 実務に対する影響度の検討（アンケートによる実態調査 ほか）
□ 現地での運用実態の確認（現地代理人へのヒアリング）
□ まとめ ※本活動は、適宜制度改善への取り組みにつなげる予定



3 / ５～世界から期待され、世界をリードするJIPA～

国際第４委員会（委員数 20名※／ご担当：森 常務理事）

2020年度 調査研究テーマ（WG1-4）
WG3 実例から学ぶ！インドで成果を上げる特許権行使のリアルテクニック
ねらい インドにおいて、日本企業が特許訴訟を行う際の留意点について、訴訟の攻

め口を考慮した特許権の作り方も考慮しながら、まとめ、発信する。
内容 ☑ インドにおける知財訴訟の実態調査

☑ 特許権を扱った判例・審決の抽出
□ 判例・審決の分析による、論点（留意点）の整理
□ 仮説検証（訴訟を意識した特許権の作り方を含む）
□ まとめ

WG4 IPランドスケープを駆使したASEANにおける知財戦略の調査研究
ねらい IPランドスケープの手法により、ASEANにおける様々な企業の知財戦略を浮

き彫りにして、出願戦略などを検討する際の参考となる情報を提供する。
内容 ☑ ターゲット企業の選定

☑ ターゲット企業に関する調査（市場/事業/知財 3つの観点から調査）
□ ターゲット企業におけるASEANでの知財戦略の仮説導出
□ 追加調査による仮説検証/磨き上げ
□ まとめ
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国際第４委員会（委員数 20名※／ご担当：森 常務理事）

4月-6月 各国コロナ感染症による知財手続きへの影響に関する情報発信（計3回）

7月21日 特許庁国際協力課との意見交換（アジア戦略PJ連携）

8月24日 JETROニューデリーとの意見交換

9月09日 特許庁審査基準室・品質管理室との意見交換（特許第1委員会連携）

9月14日 IPOS 手続き簡素化/AI導入に関するパブコメ意見提出

その他の主な活動
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コロナ禍における委員会の活動
- 「つながり」 と 「コミュニケーション」 を大切に、全体委員会/小委員会を分けて推進
全体委員会： ①情報共有、②各WGの進捗共有＋意見交換 の2部構成
小委員会 ： WG別の調査研究

現在の委員会活動で工夫している点
- 「短くチャッチャ」 を合言葉に、各委員会を積み重ね、活動推進とつながり強化を図る
全体委員会： 1回/月開催、1時間程度
小委員会 ： 2週間に1回程度、短時間（1-1.5時間）
- 自己紹介シートによる、コミュニケーションのきっかけづくり
- 積極的な協働の仕掛け（外国特許ニュース ほか）

- 「全員主役」 を意識した会議運営/雰囲気づくり
例）ファシリテーターのローテーション化（小委員会）

会議開始前の具体的なゴール設定


